
主目的 5 26 1

副目的

款 項 目 大 中

大輪ポンプ場整備事業

会計区分 事業類型 施設整備系

内容

（手段）

事業番号 293

平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート平成25年度 事務事業評価シート

都市建設部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

下水道事業特別会計 担当課

事務事業名

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

担当部

2

～

総合計画

分野別計画

予算区分

根拠法令・個別計画 下水道法、特定都市河川浸水被害対策法、新川流域水害対策計画、小牧市特定都市下水道整備計画

11

事業期間

河川整備を促進する

2

平成２０年度

都市基盤

一級河川原川改修に併せ大輪地区に雨水ポンプ場を整備し当該地区の内水排除及び浸

水被害の軽減を図る。

 県事業である一級河川原川改修による高水位上昇により原川右岸第８排水区(大輪地区）

の雨水自然排水が不可能となるなるため、雨水ポンプ場を公共下水道事業により整備す

る。

なお、河川改修完了予定の平成２９年度に供用開始する予定である。

　・ポンプ能力　　　０．９５ｍ3／ｓ

　・計画降雨量　　５年確率年（５２mm／h）

　・事業費　　　　　３３０，０００千円

【事業計画】

　　平成25年度　　　　　　　　　　　　　原川放流部樋管工事

　　平成26年度～平成27年度　　　　土木工事

　　平成28年度～平成29年度　　　　機械電気設備工事

○平成24年度実施内容

　・ポンプ場詳細設計　　　　　　（委託料：28,812千円）

河川課

河川係

6

平成２９年度

河川・水路

担当係

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

（手段）

17,566

Ｈ24決算額

0

0.00

0

8,066

0.20

要要要要

従事者数

―

その他職員

人件費

対前年比

正職員

費用合計

0

直接経費

無

0

従事者数

人件費

　・ポンプ場詳細設計　　　　　　（委託料：28,812千円）

　・用地取得及び物件補償　　　（公有財産購入費等：47,202円）

　　　　4筆　695.48ｍ3

　　【財源内訳】　　　 社会資本整備総合交付金　　22,000千円

　　　　　　　　　　　　　　　(補助率1/2)

　　　　　　　　　　　　　下水道事業債　　　　　　　　　　14,400千円

○平成25年度実施内容

　・河川放流部樋管工事　　　　　　（工事費：16,500千円）

　　【財源内訳】　　　社会資本整備総合交付金　　　5,000千円

　　　　　　　　　　　　　　　(補助率1/2)

　　　　　　　　　　　　　下水道事業債　　　　　　　　　　　4,500千円

受益者負担

Ｈ22決算額

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

77,080

#VALUE!

40,680

Ｈ23決算額

0.20

0.00

76,014

1,066

#VALUE!

#VALUE!

#VALUE!#VALUE!

国・県支出金

4,50014,400

財

源

22.7

5,00022,000

その他財源

一般財源

費

用

#VALUE!

Ｈ25予算額

16,500―

1,066

千円 4,50014,400その他財源



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績
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実績

目標

実績

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

平平平平

成成成成

２２２２

４４４４

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

ポンプ場と河川改修の施工時期及び施工箇所が重複することが多く、事業実施に当

り河川改修事業者である県の動向及び調整が非常に重要である。

―

H24

H24

―

％

H25H22
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23

23

２９３

成果指標名

事業進捗率(事業費）

活動指標名

事業進捗率(事業費）

H22

―

―

28

H25

23

事業番号

H23

％

―

H23

事業の

達成状況

平成23年度に下水道事業認可を得た。

ポンプ場建設に必要な用地取得を行うと共に、ポンプ場の実施設計を行い、計画どお

り事業進捗を図ることができた。

―

―

平平平平

成成成成

２２２２

５５５５

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

２６年度以降

の改善案

一級河川原川改修事業の進捗状況に左右されるため、県の改修事業の動向に注意

を払うとともに、充分な調整、打合せを行いt遅滞なく整備を進める。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

ポンプ場整備による内水排除及び浸水被害軽減のために必要な事業であり、維持と

判断した。

判定理由

維　持

判　定　理　由

維　持

河川改修完了予定の平成29年度にポンプ場供用開始が不可能となり、当該地区の

雨水排除が困難となると共に浸水被害発生の危険性が増す。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

県事業の改修工事との工程等を調整し樋管工事を進める必要がある。

方向性の判定

方向性の判定


